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今
年
９
月
、
台
風
18
号
が
北

海
道
に
上
陸
。
そ
の
影
響
に
よ

り
道
内
各
地
で
大
雨
や
暴
風
等

の
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

古
平
町
で
も
対
策
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　

　

全
国
的
に
み
て
も
、
近
年
は

異
常
と
も
い
え
る
大
雨
等
に
よ

り
土
砂
災
害
の
被
害
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
月

号
で
は
土
砂
災
害
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
土
砂
災
害
と
は
？

　

土
砂
災
害
に
は
３
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
前
兆

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
土
石
流

　

山
や
川
底
の
土
砂
が
、
大
雨

な
ど
に
よ
り
水
と
一
緒
に
激
し

く
流
れ
下
る
現
象
で
す
。

前
兆

・
山
鳴
り

・
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が
混

　

ざ
り
始
め
る

・
腐
っ
た
土
の
匂
い
が
す
る

②
が
け
崩
れ

　

雨
や
雪
ど
け
水
、
地
震
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
急
激
に
斜
面

が
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。

前
兆

・
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る

③
地
す
べ
り

　

雨
や
雪
ど
け
水
が
地
下
に
浸

み
込
み
、
断
続
的
に
斜
面
が
滑

り
出
す
現
象
で
す
。

前
兆

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
や
陥
没
が

　

で
き
る

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き

　

出
す

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る

◎
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
土
砂
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
行
っ

て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
主
に
３

つ
あ
り
ま
す
。

①
住
ん
で
い
る
場
所
が
「
土
砂

災
害
危
険
区
域
」か
確
認
す
る
。

　

平
成
26
年
に
全
戸
配
布
を
し

た
「
古
平
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
雨
が
降
り
出
し
た
ら
土
砂
災

害
警
戒
情
報
等
に
注
意
す
る
。

　

気
象
庁
が
土
砂
災
害
に
関
連

し
て
発
表
す
る
情
報
に
は
、
危

険
度
が
低
い
方
か
ら
大
雨
注
意

報
、
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
大
雨
特

別
警
報
（
土
砂
災
害
）
が
あ
り

ま
す
。（
表
２
参
照
）

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
役

場
が
避
難
を
行
う
か
ど
う
か
判

断
の
上
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
避
難
準
備
を
行
い
、

役
場
か
ら
の
情
報
に
注
意
す

る
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
す

べ
て
の
方
が
避
難
開
始
す
る
目

安
で
す
。
事
前
に
町
内
の
避
難

場
所
（
表
１
参
照
）
を
確
認
し

て
お
き
、
役
場
か
ら
避
難
勧
告

な
ど
が
出
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

荒天時は荒天時は  防災無線防災無線のの情報情報にに注意！注意！
～土砂災害や気象台の情報の種類～～土砂災害や気象台の情報の種類～

役場

【表１】　土砂災害の避難所一覧 

漁港会館

文化会館

古平小学校

元気プラザ

地域福祉センター

武道館

Ｂ＆Ｇ海洋センター

古平中学校

ふれあいセンターさわえ

明和地区住民集会所

沖町住民センター
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ま
た
、
土
砂
災
害
で
の
死
者

の
多
く
は
木
造
建
物
の
１
階
で

起
き
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

避
難
が
難
し
い
場
合
は
、
建
物

の
２
階
以
上
で
、
崖
か
ら
離
れ

た
部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◎
防
災
訓
練

　

10
月
18
日
、
災
害
時
に
お
け

る
町
民
や
役
場
職
員
の
行
動
を

確
認
す
る
た
め
に
古
平
町
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
町
民
70
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
土
砂

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
、
が

け
地
や
沢
地
付
近
に
住
む
方
が

主
な
対
象
者
。
参
加
者
は
防
災

無
線
で
の
勧
告
を
受
け
て
、
文

化
会
館
に
避
難
（
写
真
①
）
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
で
札

幌
管
区
気
象
台
の
職
員
に
よ
る

土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
（
写
真
②
）。
参

加
者
の
安
澤
靜
子
さ
ん
は
「
自

宅
の
裏
が
山
に
な
っ
て
い
る
の

で
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
町
が
行
う
対
策

　

ま
た
、
過
去
に
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
の
住
宅
所
有
者
等

へ
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布

（
写
真
③
）
や
避
難
グ
ッ
ズ
の

あ
っ
せ
ん
（
写
真
④
）
な
ど
を

行
い
、
防
災
意
識
の
向
上
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
災
害
の
基
本
は
「
自

ら
の
身
は
自
ら
で
守
る
」
と
い

う
自
助
で
す
。
有
事
の
際
は
速

や
か
な
避
難
行
動
と
正
確
か
つ

迅
速
な
情
報
収
集
を
念
頭
に
置

き
、
町
か
ら
の
指
示
に
従
い
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

　

土
砂
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、「
町
民
の
生
命
・

身
体
に
危
害
が
生
じ
る
恐

れ
の
あ
る
」
土
地
を
指
定

し
た
区
域
で
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

う
ち
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
建
築
物
が

損
壊
し
、
町
民
の
生
命
・

身
体
に
著
し
い
危
害
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域
で

す
。

役場

①②

③④

土砂災害
警戒区域

古 平 町古 平 町

土 砂 災 害
特別警戒区域

古 平 町古 平 町

【表２】　土砂災害に関しての情報と避難行動の目安 
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９
月
25
日

に
開
会
し
た

第
３
回
定
例

会

で

町

長

が
「
行
政
報

告
」、
教
育

長
が
「
教
育

行
政
報
告
」

を
行
い
ま
し

た
。

●
役
場
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
の
基
本
設
計
は
８
月
31
日
に
業

者
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
は

町
の
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
で
計
画
し
て
い
る
大
き
な
建

設
事
業
の
３
つ
（
庁
舎
・
文
化
会
館
改
築
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
、
火
葬
場
建

設
）
や
今
年
度
の
普
通
交
付
税
の
算
出
結

果
な
ど
を
反
映
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と

に
健
全
な
行
財
政
の
運
営
を
図
る
た
め
、

現
在
予
定
し
て
い
る
事
業
の
凍
結
や
延
期

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
避
難
グ
ッ
ズ
あ
っ
せ
ん
事
業
に
つ
い
て

　

７
月
28
日
～
８
月
18
日
に
実
施
し
た
同

事
業
で
は
19
世
帯
の
購
入
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。
災
害
対
策
へ
の
意
識
向
上
や
自
助

の
考
え
方
浸
透
の
た
め
、
今
後
も
様
々
な

場
面
で
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

８
月
末
現
在
、
寄
付
件
数
１
万
６
６
４

件
、
寄
付
額
１
億
２
８
３
８
万
円
（
そ
れ

ぞ
れ
前
年
同
月
比
47
・
９
％
増
、
44
・
１
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
古
平
町
立
診
療
所
「
海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
受
診
者
は
１
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
現
在
は
医
師
２
名
体
制
の
早

期
実
現
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
７
月
10
日
付
で
介
護
保
険
制
度
の
短

期
入
所
療
養
介
護
18
床
の
指
定
を
受
け
、

８
月
末
ま
で
に
延
べ
利
用
者
数
１
６
３
人

と
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
つ
い

て
　

第
６
期
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
事
業

計
画
（
Ｈ
27
～
29
）
で
介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
は
未
整
備

の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
第
７
期
計
画

（
Ｈ
30
～
32
）
で
は
実
現
性
の
高
い
保
険

者
分
の
み
整
備
枠
を
確
保
す
る
振
興
局
の

方
針
で
、
町
で
は
第
８
期
計
画
（
Ｈ
33
～

35
）
以
降
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

●
農
作
物
の
作
況
状
況
等
に
つ
い
て

　

米
の
作
況
指
数
は
99
・
19
％
で
平
年
並

み
で
す
。
イ
チ
ゴ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
か
ぼ

ち
ゃ
も
好
天
に
恵
ま
れ
順
調
に
収
穫
・
出

荷
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

　

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
１
万
２
０
０
０
円

分
の
商
品
券
を
３
０
０
０
セ
ッ
ト
９
月
７

日
に
完
売
し
ま
し
た
。

●
高
校
通
線
改
良
工
事
に
つ
い
て

　

同
工
事
の
進
捗
状
況
は
70
％
で
舗
装
工

ま
で
施
行
済
で
す
。
発
注
後
に
法
面
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
設
計
の
種
子
吹
付

で
は
施
工
部
の
流
出
が
考
え
ら
れ
る
と
判

明
。
そ
の
た
め
、
次
年
度
ま
で
の
継
続
事

業
と
し
て
国
に
予
算
要
求
を
行
う
予
定
で

す
。

●
台
風
18
号
に
つ
い
て

　

９
月
18
日
、
台
風
18
号
が
北
海
道
を
縦

断
し
、
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、
波
浪
の
各

警
報
が
発
令
さ
れ
、
町
で
は
災
害
対
策
連

絡
会
議
を
行
い
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
古
平
川
が
水
防
団
待
機
水
位
を
超

え
１
・
97
ｍ
に
到
達
し
ま
し
た
が
、
各
樋

門
の
排
水
ポ
ン
プ
を
運
転
し
た
こ
と
な
ど

で
、大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
工
事
関
係
に
つ
い
て

　

古
平
町
が
実
施
す
る
工
事
の
契
約
状
況

等
や
古
平
町
に
関
係
す
る
国
や
道
の
主
な

議会
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●
余
市
紅
志
高
等
学
校
の
２
間
口
募
集
に

つ
い
て

　

北
海
道
余
市
紅
志
高
等
学
校
の
２
間
口

（
80
名
）
維
持
に
向
け
、「
余
市
紅
志
高
等

学
校
の
在
り
方
を
考
え
る
会
」
を
設
立
し

要
望
し
た
結
果
、
活
動
が
認
め
ら
れ
平
成

30
年
度
は
２
間
口
募
集
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
中
体
連
等
の
結
果
に
つ
い
て

　

後
志
中
体
連
に
各
種
目
出
場
し
、
柔
道

個
人
戦
で
は
田
口
澪
さ
ん
（
３
年
）
が
優

勝
し
、
全
道
大
会
で
は
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
吹
奏
楽
部
は
北
海
道
予
選
札
幌
地

区
大
会
で
Ｃ
編
成
の
部
で
銅
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

●
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
公
表

　

４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
の
結
果
が
文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ

れ
、
北
海
道
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い

ま
す
が
、
年
々
全
国
平
均
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

●
学
習
指
導
要
領
変
更
に
伴
う
対
応
に
つ

い
て

　

平
成
32
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
の

改
正
に
伴
い
、
３
年
生
以
上
は
年
間
35
時

間
授
業
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次

年
度
は
移
行
措
置
と
し
て
15
時
間
増
で
検

討
し
て
お
り
、
①
木
曜
日
も
６
時
間
と
す

る
②
6.5
時
間
授
業
の
日
を
つ
く
る
③
土
曜

日
の
登
校
日
を
つ
く
る
④
夏
休
み
や
冬
休

み
を
減
ら
す
。
こ
の
４
案
か
ら
保
護
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

●
中
文
連
北
地
区
弁
論
大
会
へ
の
出
場
に

つ
い
て

　

中
学
校
で
は
９
月
の
校
内
弁
論
大
会
の

結
果
選
出
さ
れ
た
齊
藤
み
く
る
さ
ん
と
堀

菜
結
花
さ
ん
の
２
名
が
中
文
連
北
地
区
弁

論
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

〈
議
案
第
38
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

現
行
予
算
に
２
５
１
４
万
９
千
円
を
追

加
し
予
算
総
額
を
43
億
５
８
６
２
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
立

地
適
正
化
計
画
策
定
の
委
託
料
に
係
る
費

用
を
増
額
補
正
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
39
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　

個
人
情
報
保
護
法
や
行
政
機
関
個
人
情

報
保
護
法
、
番
号
法
改
正
に
伴
う
改
正
や

文
言
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
40
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

〈
議
案
第
41
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

〈
議
案
第
42
号
〉　
　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ

い
て

　

議
案
第
40
～
42
号
す
べ
て
、
構
成
団
体

の
名
称
変
更
に
伴
い
規
約
の
一
部
変
更
を

行
う
も
の
で
す
。

〈
報
告
第
３
号
〉 　
　
　
　

 

〈
原
案
承
認
〉

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
報
告
第
４
号
〉 　
　
　
　

 

〈
原
案
承
認
〉

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
同
意
第
11
号
〉 　
　
　
　

 

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
本
間

炊
氏
を
再
任
す
る
た
め
に
、
地
方
教
育
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
５
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

〈
認
定
第
１
号
〉 　
　
　
　

 

〈
原
案
認
定
〉

平
成
28
年
度
古
平
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
各
会
計
決
算
を
地
方
自
治

法
第
２
３
３
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。

工
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
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一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

歳
入
総
額
は
、
対
前
年
度
３

億
２
５
０
１
万
円
増
の
42
億
８

５
５
７
万
４
千
円
で
、
歳
出
総

額
は
対
前
年
度
３
億
８
７
９
９

万
７
千
円
増
の
41
億
８
６
０
７

万
円
、
差
引
９
９
４
９
万
７
千

円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
次
年
度

へ
繰
越
す
る
事
業
が
９
１
２
万

３
０
０
０
円
あ
る
の
で
、
実
質

収
支
は
９
０
３
７
万
４
０
０
０

円
で
し
た
。

　
　
　

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
・
寄

附
な
ど
の
自
主
財
源
は
対
前
年

度
１
億
４
５
２
０
万
円
増
の
10

億
６
４
４
９
万
円
で
全
体
の

24
・
８
％
。
地
方
交
付
税
・
国

や
道
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
対
前
年
度
１
億
３
６
７
４
万

円
増
の
32
億
２
１
０
８
万
円
で

全
体
の
75
・
２
％
で
し
た
。（
表

１
参
照
）

　
　
　

歳
出

　

歳
出
の
内
訳
は
、
人
件
費
・

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
は

対
前
年
度
５
０
２
０
万
円
増
の

14
億
８
６
６
３
万
円
で
全
体
の

35
・
５
％
、
建
設
事
業
費
な
ど

の
投
資
的
経
費
は
対
前
年
度
２

億
４
３
６
１
万
円
増
の
７
億
６

５
８
９
万
円
で
18
・
３
％
、
物

件
費
・
補
助
費
な
ど
そ
の
他
の

経
費
は
対
前
年
度
９
４
１
８
万

円
増
の
19
億
３
３
５
５
万
円
で

46
２
％
で
し
た
。（
表
１
参
照
）

　
　
　

基
金
（
貯
金
）
残
高

　

平
成
28
年
度
は
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
付
金
を
積
立
て
る

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

総
額
は
17
億
３
０
４
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。（
表
２
参
照
）

4.3
5.5

7.6

9.7 9.7

11.7
13.1 13.8

16.0
17.3
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200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

平成２８年度 決算報告
９,０３７万４,０００円黒字！

　９月に行われた第３回町議会定例会で、平成２８年度一般会計、各特別会計の決算が審議されました。

　今月号では、みなさんに収めていただいた税金などがどのように使われたのか、平成２８年度決算の概

要をお知らせします。

【表１】　一般会計の決算状況

【表２】　基金残高の推移

役場
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な
お
、
自
由
に
使
う
こ
と
の

で
き
る
財
政
調
整
基
金
と
減
債

基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
７
億
９
１

８
４
万
円
と
２
億
９
２
１
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

滞
納

　

税
金
や
保
育
料
、
公
営
住
宅

の
家
賃
な
ど
で
平
成
28
年
度
ま

で
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
金
額

は
７
７
０
４
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
３
参
照
）
こ
の
滞

納
額
解
消
の
た
め
に
夜
間
・
休

日
窓
口
の
開
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
一
般
会

計
と
分
け
て
収
支
を
明
確
に
区

分
し
て
い
ま
す
。（
表
４
参
照
）

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
て

ん
を
行
い
、
実
質
収
支
は
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
は
前

年
ま
で
の
利
益
を
繰
越
し
た
結

果
で
５
８
２
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
単

年
度
で
み
る
と
報
酬
単
価
の
改

訂
等
に
よ
り
１
０
８
０
万
円
の

赤
字
で
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
は
一
般
会

計
・
特
別
会
計
と
も
に
実
質
収

支
は
黒
字
で
し
た
。
今
後
は
役

場
建
替
事
業
等
の
大
型
事
業
が

控
え
て
い
る
た
め
、
無
駄
を
省

き
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
主
な
事
業

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
概

ね
１
０
０
０
万
円
以
上
の
主
な

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

健
康
・
福
祉

◆
診
療
所
開
設
準
備
事
業
【
繰

越
分
】（
３
７
１
９
万
円
）

　

町
立
診
療
所
開
設
に
あ
た
り

電
子
カ
ル
テ
等
の
各
種
機
器
・

設
備
を
購
入
・
工
事
す
る
事
業

◆
エ
ッ
ク
ス
線
Ｃ
Ｔ
装
置
及

び
画
像
シ
ス
テ
ム
購
入
事
業

（
３
１
２
４
万
円
）

　

エ
ッ
ク
ス
線
Ｃ
Ｔ
装
置
等
を

購
入
す
る
事
業

　

生
活
・
環
境

◆
旧
北
海
信
金
古
平
支
店
購
入

事
業
（
１
５
２
６
万
円
）

　

旧
北
海
信
用
金
庫
古
平
支
店

を
購
入
す
る
事
業

◆
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
【
繰
越
分
】（
２
６
５

０
万
円
）

　

番
号
制
度
導
入
を
見
据
え
て

各
種
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
事
業

　

建
設
・
土
木

◆
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計

画
事
業
（
２
１
１
１
万
円
）

　

第
２
冷
水
橋
の
修
繕
工
事
、

清
丘
１
号
橋
の
実
施
設
計
を
行

う
事
業

◆
町
道
高
校
通
線
改
良
事
業

（
１
億
７
１
２
６
万
円
）

　

ほ
ほ
え
み
く
ら
す
〈
旧
古
平

高
校
〉
へ
続
く
高
校
通
線
の
勾

配
を
緩
和
す
る
事
業

◆
清
川
団
地
建
設
事
業
（
１
億

７
０
６
万
円
）

　

公
営
住
宅
清
川
団
地
の
建
設

や
既
存
住
宅
の
除
去
等
を
行
う

事
業

◆
栄
団
地
住
戸
改
善
事
業
（
２

７
８
１
万
円
）

　

公
営
住
宅
栄
団
地
の
屋
根
や

内
窓
を
改
修
す
る
事
業

◆
定
住
促
進
共
同
住
宅
建
設
費

支
援
事
業
（
１
０
６
０
万
円
）

　

町
内
に
ア
パ
ー
ト
等
を
建
設

す
る
も
の
に
対
し
、
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業

◆
放
射
線
防
護
対
策
事
業
【
繰

越
分
】（
２
億
４
２
５
８
万
円
）

　

原
子
力
災
害
時
に
備
え
小
学

校
に
フ
ィ
ル
タ
ー
棟
を
建
設
す

る
事
業

【表３】　平成２８年度末までの滞納額 

【表４】　特別会計　歳入・歳出決算額 

役場

◇
一
般
会
計

　
　

福
祉
や
教
育
、
消
防
な
ど
町

　

運
営
の
基
本
と
な
る
会
計

◇
特
別
会
計

　
　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事

　

業
な
ど
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
、

　

収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
に
一

　

般
会
計
と
分
け
て
設
置
す
る
会

　

計
※
特
別
会
計
に
資
金
不
足
が
生
じ

　

た
場
合
、
一
般
会
計
の
お
金
を

　

繰
り
出
し
て
補
て
ん
す
る
こ
と

　

も
あ
り
、
両
会
計
は
綿
密
な
関

　

係
に
あ
り
ま
す
。

○
減
債
基
金

　
　

町
の
借
金
を
円
滑
に
返
済
し

　

て
く
た
め
の
貯
金

○
財
政
調
整
基
金

　
　

町
が
余
裕
の
あ
る
と
き
に
積

　

立
て
、
不
足
す
る
場
合
に
取
崩

　

す
こ
と
で
財
源
を
調
整
す
る
た

　

め
の
貯
金
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町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下

「
健
全
化
法
」
）
の
第
３
条
に

基
づ
き
、
「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
「
実

質
公
債
費
比
率
」
「
将
来
負
担

比
率
」
の
健
全
化
を
判
断
す
る

基
準
（
４
つ
の
基
準
と
も
数
値

が
小
さ
い
ほ
ど
健
全
）
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
表
１
）
。

　

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
に
生
じ
て
い
る
赤

字
の
大
き
さ
を
、
町
の
標
準
財

政
規
模
（
税
金
や
国
か
ら
の
普

通
交
付
税
な
ど
毎
年
決
ま
っ
て

入
っ
て
く
る
金
額
）
に
対
す
る

割
合
で
表
し
た
も
の
で
す
。
平

成
28
年
度
決
算
は
黒
字
の
た
め

「
－
」
表
記
で
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率

５
つ
の
特
別
会
計
を
含
む
全
会

計
（
表
２
）
に
生
じ
て
い
る
赤

字
の
大
き
さ
を
、
町
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し

た
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
決

算
は
黒
字
の
た
め
「
－
」
表
記

で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率

　

町
の
借
入
金
（
地
方
債
）
の

返
済
額
（
公
債
費
）
の
大
き
さ

を
、
町
の
標
準
財
政
規
模
等
に

対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
で

す
。
平
成
28
年
度
は
8.3
％
で
平

成
27
年
度
よ
り
0.9
％
増
加
し
ま

し
た
。

　

将
来
負
担
比
率

　

町
の
借
入
金
（
地
方
債
）
な

ど
現
在
抱
え
て
い
る
負
債
の
大

き
さ
を
、
町
の
標
準
財
政
規
模

等
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も

の
で
す
。
平
成
28
年
度
は
18
・

１
％
で
平
成
27
年
度
よ
り
10
・

４
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

４
つ
の
比
率
と
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
健
全
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

資
金
不
足
比
率

　

健
全
化
法
の
第
23
条
に
基
づ

き
「
資
金
不
足
比
率
」
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
は
公
営
企
業

の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の

事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の

規
模
と
比
較
の
上
、
指
標
化
し

経
営
状
況
の
悪
化
の
度
合
い
を

示
す
も
の
で
す
（
表
３
）
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
で
は
特
別
会
計
の
簡
易
水

道
事
業
と
公
共
下
水
道
事
業
が

対
象
で
、
と
も
に
資
金
不
足
が

発
生
し
て
い
な
い
た
め
指
標
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「財政健全化基準」
全てクリア

役場
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っ
た
課
題
と
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

小
学
６
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
Ａ
で
は
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

の
領
域
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
授
業
の
一
分
前
に
は
着

席
す
る
こ
と
や
挨
拶
・
返
事
の
仕
方
な
ど

の
約
束
事
を
定
着
さ
せ
る
「
学
習
規
律
の

維
持
徹
底
」
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
話
し
方
や
聞
き
方
の
確

実
な
定
着
が
図
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
あ
ら

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
算
数
で
は
、「
数
量
関
係
」
で

全
国
平
均
に
最
も
近
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

 

中
学
３
年
生
の
特
徴
は

　

国
語
Ｂ
で
は
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
で
全
国

平
均
に
最
も
近
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
数
学
Ａ
で

は
、「
図
形
」
の
領

域
で
全
国
平
均
に
最

も
近
く
な
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
、

数
学
の
指
導
と
し

て
、
補
完
的
な
学
習

の
指
導
を
実
生
活
に

お
け
る
事
象
と
の
関

連
を
図
っ
た
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ

　

文
部
科
学
省
が
全
国
の
中
学

３
年
生
と
小
学
６
年
生
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
平
成
29
年

度
の
結
果
を
８
月
28
日
公
表
し

ま
し
た
。

　

基
礎
的
な
知
識
を
問
う
国
語

Ａ
、
算
数
（
数
学
）
Ａ
と
応
用

的
な
知
識
を
問
う
国
語
Ｂ
、
算

数
（
数
学
）
Ｂ
の
４
科
目
で
、

古
平
町
で
は
小
学
６
年
生
18
名

（
後
日
実
施
児
童
を
除
く
）
と

中
学
３
年
生
15
名
が
受
け
ま
し

た
。そ
の
結
果
、と
も
に
正
答
率

は
全
国
全
道
平
均
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。（
表
参
照
）

　

そ
こ
で
、
今
年
の
特
徴
及
び

内
容
分
析
か
ら
浮
き
彫
り
と
な

古平町の子ども達の基礎学力と学習状況は古平町の子ども達の基礎学力と学習状況は

の
結
果
、生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て「
数

学
の
学
習
が
大
切
だ
と
思
う
」
と
回
答
し

た
割
合
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。

 

学
力
向
上
に
向
け
て
課
題
と
取
り
組
み
は

◎
家
庭
と
連
携
し
規
則
正
し
い
生
活
を

  

全
国
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
規
則
正
し

い
生
活
や
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
読
書
を
す

る
家
庭
の
方
が
、
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て

平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
古
平
町
で
は

毎
年
「
ふ
る
び
ら
通
学
合
宿
」
を
実
施
し

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
と
い
う
規
則

正
し
い
生
活
の
習
慣
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
継
続
し
て

行
わ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
は
、
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
り
、
知

育
（
学
力
の
向
上
）
の
み
な
ら
ず
・
徳
育

（
豊
か
な
心
を
育
む
）・
体
育
（
体
力
の
向

上
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

家
庭
内
に
お
い
て
就
寝
時
間
や
テ
レ

ビ
・
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間
、
ま
た
ス
マ

ホ
等
の
使
用
に
ル
ー
ル
を
決
め
て
そ
れ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
家
庭
で
の

取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

◎
自
学
自
習
の
習
慣
化
と
家
庭
学
習
の
充

実
を

　

前
述
の
と
お
り
児
童
生
徒
の
生
活
状
況

調
査
で
は
依
然
と
し
て
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や

ス
マ
ホ
に
費
や
す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い

ま
す
。
睡
眠
時
間
を
十
分
に
取
る
よ
う
心

が
け
、
学
校
の
授
業
は
勿
論
、
予
習
・
復

習
や
テ
ス
ト
勉
強
な
ど
の
自
学
自
習
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。、
学
校
で
は

朝
学
習
や
放
課
後
学
習
、
家
庭
学
習
推
進

の
ほ
か
、
長
期
休
業
期
間
中
の
補
習
等
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
で
も
「
放
課
後

ふ
る
び
ら
塾
」
の
開
催
な
ど
学
習
機
会
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
家
庭
に

お
い
て
も
家
庭
学
習
の
習
慣
化
と
充
実
に

向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
読
書
習
慣
の
一
層
の
定
着
を

  

読
書
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、
表

現
力
を
高
め
、
想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
な
ど
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い

く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
は
、
日

常
の
生
活
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
学
校
と
連
携
し
て
、

図
書
館
司
書
を
配
置
し
、
学
校
で
も
朝
読

書
の
実
施
や
読
書
週
間
の
設
定
な
ど
、
読

書
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。　

　

各
家
庭
で
も
家
族
ぐ
る
み
で
、「
家
で

本
を
読
む
」
習
慣
を
付
け
る
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

役場
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10
月
５
日
、
今
年
度
２
回
目
の
町
内
会

長
会
議
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
10
月
18
日
の
古
平
町
防
災
訓
練

や
新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
の
報
告
、
６

～
９
月
に
行
わ
れ
た
「
地
域
懇
談
会
」
で

の
質
問
や
要
望
に
対
す
る
回
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
懇
談
会
で
の
質
問
や
要

望
に
対
す
る
回
答
や
現
場
視
察
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

現
場
視
察

　

「
き
ょ
う
ど
う
農
場
（
古
平
福
祉
会
経

営
）」
と
「
古
平
小
学
校
フ
ィ
ル
タ
ー
棟
」

の
２
つ
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

き
ょ
う
ど
う
農
場
は
古
平
福
祉
会
の
利

用
者
が
作
業
す
る
場
所
で
、
旧
古
平
牧
場

跡
に
あ
り
ま
す
。
農
場
内
に
は
養
鶏
場
等

が
あ
り
、
生
産
さ
れ
た
卵
は
町
内
の
古
平

福
祉
会
関
係
施
設
等
で
消
費
し
て
い
ま

す
。

　

古
平
小
学
校
フ
ィ
ル
タ
ー
棟
は
、
原
子

力
発
電
所
か
ら
放
射
線
が
漏
れ
た
と
き
に

避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
き
れ
い
な
空
気

を
送
り
込
む
施
設
で
す
。
町
内
会
長
ら
は

建
物
内
に
入
り
、
町
職
員
に
よ
る
説
明
を

聞
き
な
が
ら
大
型
発
電
機
や
温
水
ヒ
ー

タ
ー
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
見
学
し
、「
有
事

は
自
動
で
稼
働
す
る
の
か
」「
何
日
自
動

で
動
か
せ
る
の
か
」
な
ど
と
質
問
し
、
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

地
域
懇
談
会
で
の
質
問
・
要
望
に
対
し
て

　

６
～
９
月
に
町
内
会
ご
と
に
行
わ
れ
た

地
域
懇
談
会
で
は
、
地
域
担
当
職
員
が
町

で
配
布
し
た
「
わ
か
り
や
す
い
今
年
の
予

算
」
を
も
と
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」

「
古
平
町
立
診
療
所
運
営
事
業
」「
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
」「
公
設
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
」
の
４
事
業
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
質

問
や
要
望
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
な
左
ペ
ー
ジ
（
表
１
）
の
と
お
り

で
す
。
地
域
懇
談
会
は
行
政
と
町
民
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

町内会長会議の様子

きょうどう農場視察の様子

古平小学校フィルター棟視察の様子

町の出来事

町内会長会議開催町内会長会議開催

町民の意見・要望に回答町民の意見・要望に回答
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【表１】地域懇談会での質問・要望と回答

質　　　問 町内会 回　　　　　　　　答

旧沖町住民センター前の木が電線に接触して
います。また、強風時に枝が折れることもあ
り、老木でもありますので、５本全て伐採し
てほしいです。　

沖　町

立木付近に防災無線の屋外拡声機や、北海道が設置した原子力防災のモニタリングポストもあり、
万が一倒木した場合、被害を受ける可能性があることから、５本全て伐採する方向で検討を行い
ます。ただし、予算の関係から一度に全ての伐採が困難な場合は、優先度を決め伐採を検討します。

防災ハンドブックをただ家に配られても、内
容がさっぱりわかりません。どのように見た
らよいのかわかりませんし、何を意味してい
るのかわかりません。　　

沢　江

今回の作成では、なるべくわかりやすくするために地図の縮尺を大きくすることや、目印になる
建物をはっきり示すこと、写真を使うなどしてわかりやすく表現したいと考えています。

古平川が氾濫しないように関係機関に対し
て、強く改修工事を要望してほしいです。

沢　江
古平川改修工事は、北海道が平成 36 年度までの計画で実施しています。
北海道に対しては、早期完成するよう今後も毎年、要望活動を行います。

ゴミステーションの買い替えについて、町か
らの補助金（古平町まちおこし・地域コミュ
ニティ活性化事業補助金）を受けたいのです
が可能でしょうか？

あけぼの

ゴミステーションの買い替えだけでは補助金の対象とはなりません。ただしゴミステーションを
買い替えることで、その町内会の課題解決が図られ、なおかつ町内会の一体感を成就する事業に
活用ができると説明がつく場合には、３万円を上限に補助することは可能です。

ペットボトルのゴミに使用している緑のネット
を、缶ゴミでも使用可能にしてほしいです。

（生コンがなくなり柵が取り除かれてから、
風が強い日には、缶ゴミがよく飛ばされます。）

あけぼの

緑のネットは在庫がない状況にありますが、他の資源ごみ回収ステーションの近所の方からも、
年に１度くらい、風の強い日に苦情がくることがあります。そのため、試験的に、かぶせるタイ
プのネットを数枚購入することを検討しています。

以前切ってもらった木の切り株が太くなって
きているので、根こそぎ取ってほしいです。

あけぼの 今年度、予算残の範囲内で可能であれば、今年度中に処理したいと考えています。

銀座・鈴木理容店から文化会館前の車庫までの
区間の避難路の草刈を役場でしてほしいです。

（Ｈ 29．7.16 時点では前町内会長が草刈を自
ら行ったとのことです。）

銀　座

これまでは行っていましたが、今夏の時点では連絡ミス等で実施されませんでした。町は平成
２４年に策定した「古平町津波避難計画」に基づき、津波の避難路として設定している箇所のう
ち、７箇所について年２回、草刈を実施しています。

空き家対策について町の考えをお知らせくだ
さい。

銀　座

空家に対する町の基本方針は、
①空家の財産権の問題、その空家への公金の支出のあり方の観点から、町が直ちに対応すること
はできません。
②原則、所有者又は相続権者に連絡して対応をお願いしています。
③対応してもらえなかった場合には、通行止め等の危険回避措置をとります。
④落雪や強風等により歩行者や近隣住民が危険にさらされる度合いが大きいと判断した場合に
は、民法で規定する事務管理として対応しています。

平日だけでもよいので、時間外診療に対応し
てほしいです。 清　住

御要望の時間外診療については、現在、通常診療の時間拡大（夜間診療等）等を検討しておりま
す。また、夜間の緊急受診については、医師を含めた医療スタッフが院内に在中していないため、
対応が困難でありますので夜間救急体制を整えている余市協会病院等の受診をお願いします。

冷水川の草刈と、川底の土砂を撤去してもら
いたいです。

栄　町

冷水川は北海道が管理しています。当該河川の河床掘削は、ここ数年要望し続けており、その結
果、今年度から河口を起点として２００ｍ程度の河床掘削をする旨、北海道から連絡を受けてい
ます。草刈については、毎年、要望はしていますが、堤防の年１回と決まっているようで、現状
維持と聞いております。なお、要望活動は今後も実施してまいります。

最近、エゾシカ・アライグマが増加していま
す。秋の収穫期を迎え、農作物の被害が多発
しているので対処してほしいです。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

栄　町

エゾシカについて、鳥獣被害防止対策協議会で捕獲対策事業を冬期間に行っています。銃
での捕獲は、農業地帯が平地であり、雪が積もっていない時期には安全を確保することが
難しく中々捕獲に至ってない状況です。今後も猟友会と連携し、被害防止対策を進めます。
アライグマについて、H22、H27 に行った捕獲従事者講習会を受講した希望者に箱わな 20 個を貸
出しています。箱わなの数には限りがあり、順番待ちが発生することもありますのでご了承くだ
さい。順番待ちの状態を解消するため、来年度に協議会で箱わなの購入を検討しています。

元北海信用金庫入船支店を改築し、商工会と
町民集会所として利用する予定が白紙になっ
たと聞きました。早期に活用内容を決定され
ますように要望します。

港　町

信用金庫の店舗として建設された建物であることから、集会室として活用予定だった、営業室には
高い吹き抜けや低い天井があり、頑丈な金庫室を有していることなどから、町民の皆さんが使い
勝手の良い集会所として改修するには、新築した場合と同程度の事業費を必要とします。そのた
め、集会所としての利用を断念しました。今後は、現状を生かし小規模な改修で使用可能な団体
に貸付、又は譲渡を検討しています。いずれにしても、早急に利活用の方法について検討をします。

防災グッズについてですが、現在一番売れて
いる種類と数量の周知を希望します。 港　町

７月２８日～８月１８日の期間で行った防災グッズのあっせん事業ですが、１９世帯から３１商
品の購入希望がありました。一番申し込みの多かったものは、「非常食１日３食セット」で８セッ
ト申込がありました。

各避難場所にプレハブ等による防災グッズの
備蓄を要望します。また、現在備蓄がある避
難場所については、継続するように要望しま
す。

港　町

町が指定している「指定緊急避難場所（建物）」は現在、１７箇所あります。町ではその避難場
所の役割を勘案して、一時的に避難する避難場所、長期の滞在が想定される避難場所に分けて計
画的に備蓄品を整備していきたいと考えております。現時点では古平小学校が長期の滞在場所に
なると考えていますので、そちらに充実した備蓄品を準備しています。

国道２２９号古平町から余市町の間に複数トン
ネルがありますが、このトンネル内に不法投棄
と思われるごみが散乱している状況にありま
す。管理主体は北海道開発局だと思いますが、
古平町から警察に連絡し、さらに警察から管
理業者の中村建設に連絡して清掃してもらう
等の流れで改善策の対応をしてほしいです。

港　町

トンネル内に投棄されているごみは、北海道開発局小樽道路事務所から維持管理を委託されてい
る中村建設株式会社が片付けています。どの程度の頻度で清掃をしているのかは確認していませ
んが、きれいにしてもすぐにごみが捨てられるという繰り返しだと思います。余市警察署古平駐
在にも確認しましたが、道路通行上の妨げになるような物が落ちている場合には、道路事務所に
連絡をすることもあるそうですが、歩道等の端の方に落ちているごみは、割と頻繁に中村建設さ
んの方で拾っているようだとのことでした。何日もずっと放置されているような通報があった場
合には、速やかに関係機関に連絡するなどの対応をいたします。

港町町内会第１班 (野村宅～岩崎宅 )一帯の
裏山にかけて、昭和 50 年前後だと思われま
すが、北海道が事業主体の治山事業が施行さ
れておりました。その後、年数が経過し、フェ
ンス・側溝などに立木等が生い茂っている状
況なので、古平町から北海道へ環境整備の依
頼をされるようにお願いします。

港　町

職員で現地を確認したところ、フェンスが破損している箇所があり、破損については北海道に報
告をしたところですが、立木等については北海道ではなく、所有者の管理となり、国有地となっ
ているため、国に対して整備について要望をしていきます。

古平川付近の海岸へ釣り人が多数来ておりま
すが、その釣り人によるゴミの不法投棄が目
立ちます。不法投棄禁止の看板の設置等対応
を希望します。

港　町

看板については既に北海道、古平町、警察、漁協の連名で不法投棄を行わないよう看板を設置し
ています。不法投棄されたゴミにつきましては、業者に河口周辺の清掃を委託し、週に４回清掃
を行っています。その他の河口付近の衛生対策として仮設トイレを設置しています（9 月上旬～
10 月末）。最終的には釣り人のマナーに委ねられますが、町としては対策を継続していきます。

町の出来事
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平成29年度後志地区身体障害者福祉協会
北後志ブロック研修会

偏 見は周囲ではなく自分が・・・
　９月２６日、文化会館で後志地区身体障害者福祉協会
主催（古平町身体障害者福祉協会主管）の北後志ブロッ
ク研修会が行われ、北後志５町村の会員ら約１００名が
集まりました。
　主催者が開会の挨拶を行った後、講演では、聴覚障が
いの母親を持つ余市町の伊藤善幸さんが「偏見を持って
いたのは周りの人ではなく、家族である私だと気付いた」
と自らの体験から障がい者を取り巻く社会環境の変化を
語りました。
　その後、会員らは食事やカラオケを楽しみ交流を深め
ました。参加した本間トミヱさんは「ためになる話を聞か
せていただいたし、とても楽しかった」と話してくれまし
た。

第70回古中祭

趣 向を凝らした演出に沸く観客
　第７０回目の古中祭が１０日１日に行われ、全校生徒
３９人は趣向を凝らした劇や合唱を披露しました。
　開会式で実行委員の祭に対する熱い想いを語る動画が
流れた後、ペットボトルのふたや紙くずなどで作られた
全校創作「廃材アート」が披露されました。
　学年ごとのステージ発表では、体内環境という異色の
視点を劇にしたものや、有名なＣＭを生徒が代わって演
じるパロディー動画などで観客を沸かせました。この他、
吹奏楽部の演奏や全校生徒による合唱では、美しい音色
や歌声に会場中から惜しみない拍手が送られていました。
　閉会式で実行委員８人は「準備が大変でしたが、みん
なが楽しめる祭となってよかった
です」「思い出に残るものになり
ました」などと話していました。

㊤３年生の劇「真夏のサンタクロース」　　㊦全校合唱

ワールドクッキングパーティ～世界の味フェスタ～

料 理を通して外国の文化に触れる
　北大の留学生が自国の料理を町民とともに作り交流す
るワールドクッキングパーティ（古平国際交流協会主
催：浅野恵子会長）が１０月８日、文化会館で行われ、
インドやエジプトなど４か国の留学生と町民約３０人が
交流を深めました。
　浅野会長は「さまざまな国の料理を通して異国の文化
に親しんでほしい」と挨拶。参加者は香辛料が効いたイ
ンド風コロッケ「サモサ」や、茄子をペースト状にして
パンに付けて食べる「ババガヌーシュ」など全５品を留
学生の説明を受けながら作りました。この他、留学生に
よる文化紹介も行われました。友人２人と参加した女性
は「知らない国の文化や料理に触れてとても楽しかっ
た」と話してくれました。

交流を楽しむ会員たち

作った料理を食べる参加者たち

26
9

町の出来事

7
10

１
10
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第４２回健康まつり古平ロードレース大会

約12００人が紅葉の中を駆ける
　体育の日の１０月９日、第４２回古平ロードレース大
会（実行委員会主催）が中島スポーツレクレーション広
場を発着点に開かれました。開会式で髙野俊和実行委員
長は「タイムや順位にこだわることなく秋の１日を思い
出深いものにしてください」と挨拶。
　雲間から日差しが差し込む中、約１２００人の参加者
らは２～１５ｋｍ走るコースを力走したり、２・４ｋｍ
歩くコースを家族や友人と楽しんだりしました。競技
後、主催者から豚汁が振舞われ、参加者らは疲れをいや
していました。また広場では、様々なブースが並び、１
００円で野菜のつめ放題ができる京極町のコーナーでは
行列ができていました。
　６ｋｍを走った古平中１年の荒谷波音さんは「目標の
５０分のタイムでゴールできてよかった」と話してくれ
ました。
　なお、大会開会前に古平町体育連盟による表彰式が行
われ、スポーツの振興に貢献した古平中３年の田口澪さ
んに表彰状と記念品が贈られました。

㊤全校合唱　　　
㊦６年生劇
　「灯台の下で」

㊤町内を走る参加者ら　㊦表彰される田口澪さん

子育て支援センター運動会

親 子で行う和やかな運動会
　１０月１２日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで子育て支援セン
ターの運動会が開かれ、同センターに登録している３歳
以下の子ども２４人とその父母や祖父母などが参加しま
した。運動会は毎年行われており、親子の絆や親同士の
親睦を深めることが目的です。
　運動会では８種目の競技が行われ、１～３歳児が参加し
た「玉入れ」では決められた線から投げず、カゴまで歩き
直接入れる子どもが出るなど、終始和やかな雰囲気の中
で行われました。
　２歳児の渡邉夢陽(ゆうひ)ちゃんと参加したご夫婦
（脩平さん香苗さん）は「もう少しちゃんとやって欲し
かったけれど、１年の成長がみられてよかったです」と話し
てくれました。

小学校学芸会

劇 や音楽で観客を魅了
　１０月１５日、古平小学校学芸会が体育館で行われ、全
校生徒１０８名による劇や音楽を見に、たくさんの家族や
地域住民が訪れました。
　会は１年生が学芸会の流れを説明する「はじめの言
葉」から始まり、児童会長の吉田柚葉さんは「練習を越え
られるよう頑張ります」と挨拶。各学年の発表では１・３・
５年生は音楽を奏で、２・４・６年生は劇を発表しました。
　６年生は町民から聞いた話をもとに創り上げた「灯台の
下で」という戦争をテーマにした劇を演じました。幽霊と
いう難しい存在を衣装や演出で見事
に表現し、感動を与えてくれる完成度
でした。

運動会のようす

運動会のようす

町の出来事

9
10

12
10

15
10
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障
が
い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯
で
左
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
が
全
額
又
は
半
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

〈
要
件
〉

全
額
免
除　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
構
成

員
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
場
合

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

　

い
る
方

半
額
免
除　

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
世
帯
主
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信

契
約
を
し
て
い
る
場
合

①
視
覚
又
は
聴
覚
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

　

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

②
１
級
又
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

　

持
っ
て
い
る
方

③
知
的
障
害
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
持
っ

　

て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

　

持
っ
て
い
る
方

～
申
請
に
必
要
な
も
の
～

　

各
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

◆
お
問
合
せ
先
（
元
気
プ
ラ
ザ
）

　

保
健
福
祉
課
障
害
者
支
援
係

　
　

☎
42
‐
２
１
８
２
（
内
線
11
）

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
等
で
の
食
中
毒
な

ど
、
第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
治
療
費

は
加
害
者
の
全
額
負
担
が
原
則
で
す
。　

　

第
３
者
の
行
為
に
よ
る
場
合
で
も
、
保

険
証
を
使
い
治
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
第
三
者
の
行
為
と
は
？

　

交
通
事
故
・
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ

　

た
・
お
店
で
買
っ
た
食
品
や
飲
食
店
で

　

の
食
中
毒
・
暴
力
行
為
な
ど

■
行
う
べ
き
３
つ
の
こ
と

　

①
医
療
機
関
に
事
情
を
伝
え
る

　

②
警
察
へ
の
届
け
出

　

③
役
場
窓
口
で
の
申
請

～
申
請
に
必
要
な
も
の
～

　

○
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届（
役
場
）

　

○
被
保
険
者
証

　

○
印
鑑

　

○
事
故
証
明
書

◆
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

☎
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

　

役
場
民
生
課
健
康
保
険
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
57
）　

　

町
内
の
10
団
体
が
音
楽
や
舞
踊
を
披
露

す
る
文
化
祭
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
の
上
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時 

11
月
３
日(

金)

10
時
半
～

●
開
催
場
所　

文
化
会
館（
太
陽
ホ
ー
ル
）

◎
秋
桜
の
会　

お
茶
会

　

10
時
半
～
14
時 

文
化
会
館
２
階

◆
お
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

 

（
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
42-

２
３
０
０

第５０回　文化祭発表会出演団体

１．日本詩吟学院岳風会共和支部古平道場

２．たらつり節踊り愛好会

３．古平中学校吹奏楽部

４．グループサウンドワールド大正琴古平サークル

５．古平女声コーラス「ハイミッシュコール」

６．友光会

７．西川流峰香会

８．花柳美乃多希会

９．古平正調越後盆踊り保存会

10．古平カラオケ愛好会

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動
時

●
屋
外
に
い
る
場
合

近
く
の
建
物
の
中
に
避
難

●
建
物
が
な
い
場
合

物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ

て
頭
部
を
守
る

●
屋
内
に
い
る
場
合

窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い
部
屋

に
移
動

近
く
に
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
時

●
屋
外
に
い
る
場
合

口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
で
覆
い
、
現
場

か
ら
直
ち
に
離
れ
、
密
閉
性
の
高
い

屋
内
ま
た
は
風
上
へ
避
難

●
屋
内
に
い
る
場
合

換
気
扇
を
止
め
、
窓
を
閉
め
目
張
り

を
し
、
室
内
を
密
閉
す
る

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
は

　

８
月
29
日
、
９
月
15
日
の
早
朝
、
北
朝

鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
が
作

動
し
、
多
く
の
方
が
驚
き
や
恐
怖
を
感
じ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
ま
た
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
き

た
場
合
に
何
が
で
き
る
の
か
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

ミ
サ
イ
ル
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動
し
て

か
ら
約
５
分
で
日
本
へ
到
達
し
ま
す
。
こ

の
た
め
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
マ
ン
ガ
で
避
難

行
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

sm/ktk/kts/oshirase.htm

お知らせ

 
世
帯
に
障
害
者
手
帳
を
持
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て
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る

方
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い
る
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合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
を
免
除
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

～
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に

よ
り
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
～
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文
化
祭
発
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お
知
ら
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余
市
税
務
署
で
は
、
平
成
29
年
分
年
末

調
整
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時 

11
月
20
日(
月)
13
時
30
分
～

●
場
所 

積
丹
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容 

　

①
「
年
末
調
整
の
仕
方
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

　

映

　

②
源
泉
徴
収
事
務
に
つ
い
て
の
留
意
事

　

項

　

③
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て
留
意
事

　

項
◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署
調
査
部
門

　
　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

　

法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の
必
要
性
や

重
要
性
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
公
証
人
会
及
び
司
法
書
士
会
と

連
携
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時 

11
月
27
日(

月)

13
時
30
分
～

●
場
所 

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
１
階
会

　

議
室
（
小
樽
市
港
町
５
番
２
号
）

●
内
容 

①
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
」

 

②
公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」

●
申
込 

要
予
約
（
定
員
15
人
）

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
店

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
そ
の
適
性
に

応
じ
た
職
種
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を

習
得
で
き
る
よ
う
指
導
し
、
職
業
を
通
じ

て
自
立
で
き
る
よ
う
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
平
成
30
年
度
入
校
生
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
入
校
前
に
は
、
訓
練
内
容
等

や
障
が
い
の
程
度
・
能
力
に
応
じ
た
訓
練

科
目
等
に
つ
い
て
適
正
相
談
の
ほ
か
、
寮

生
活
等
に
つ
い
て
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

●
願
書
受
付
期
間　

平
成
29
年
11
月
１
日
～
20
日(

消
印
有
効)

◇
お
問
合
せ
先

・
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

住
所　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

電
話　

０
１
２
５-
42-
２
７
７
４

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　

住
所　

余
市
町
大
川
町
２
丁
目
26

　

電
話　

０
１
３
５-

22-

３
２
８
８

　

11
月
30
日
（
木
）
が
第
二
期
分
の
納
期

限
で
す
。
個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
道

税
で
、
税
額
は
昨
年
の
事
業
所
得
か
ら

算
出
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

８
月
11
月
の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

(

年
額
１
万
円
以
下
の
場
合
は
８
月
の
み)

◇
お
問
合
せ
先

個
人
事
業
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限
に

つ
い
て

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
道
税
事
務
所

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

９
４
４
２

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人

特
別
税
の
申
告
及
び
各
種
申
請
・
届
出
を

電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.eltax.jp/

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

sm/zim/dshinkoku/

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部
課
税
第

一
課　

☎
０
１
１-

２
８
１-

７
８
３
４

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相
談
員
が

「
借
金
の
悩
み
」を
親
身
に
な
っ
て
お
聴
き

し
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案

し
ま
す
。
ま
た
、「
預
金
・
融
資
、保
険
な

ど
金
融
全
般
」
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　

10
～
12
時
、
13
～
16
時

●
会
場　

小
樽
地
方
合
同
庁
舎
３
階
第
１

　
　
　
　

会
議
室(

小
樽
市
港
町
５
番
２

　
　
　
　

号)

◇
お
問
合
せ
先

北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

法
人
道
民
税
等
の
申
告
等
を
電
子
で

公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」・
司
法
書
士
に
よ

る
「
相
続
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
入
校
の
ご
案
内

借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　

☎
０
１
１-

８
０
７-

５
１
４
４

　
　

又
は
☎
０
１
１-

８
０
７-

５
１
４
５

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
・

推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事

内
容
や
採
用
試
験
に
関
す
る
事
務
所
説
明

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
細

部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
配
偶
者
、
交
際
相
手
か

ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
「
恥

ず
か
し
い
」
「
大
げ
さ
に
し
た
く
な
い
」

と
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
事
が
大
き
く
な

る
前
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
で
は
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
、
相
手
に
対
す
る
警
告
や
禁
止
命
令
、

検
挙
等
の
措
置
を
行
う
ほ
か
、
緊
急
通
報

装
置
の
貸
与
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
が
い
る
家
庭
内
に
お
け
る

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
事
案
で
は
、
現
場
を

目
撃
し
た
児
童
の
心
に
大
き
な
傷
を
負
わ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
ご
相
談

が
ご
自
身
と
児
童
の
被
害
の
防
止
に
つ
な

各
種
自
衛
官
の
募
集

ス
ト
ー
カ
ー
・
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
や
児
童
虐
待
の
防
止

お知らせ
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《
医
科
》

◇
11
月
３
日
（
金
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　
　
　
　
　
　

  

（
☎
23-

８
８
１
１
）

◇
11
月
５
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
22-

２
４
４
７
）

◇
11
月
12
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院　

            　
　

（
☎
32-

３
４
５
５
）

◇
11
月
19
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21-

４
５
７
０
）

◇
11
月
23
日
（
木
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
48-

５
０
０
０
）

◇
11
月
26
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21-

５
５
６
６
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
で
す
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　

整
形
外
科

が
り
ま
す
。
ご
相
談
は
相
談
ダ
イ
ア
ル

「
＃
９
１
１
０
」
ま
た
は
左
記
ま
で
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署
警
務
課
管
理
係　

宅
見

　
　

☎
22-
０
１
１
０
（
内
線
２
４
１
）

　

11
月
13
～
19
日
は
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に

お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
に
つ

い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

電
話
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間

11
月
13
～
17
日　

８
時
30
分
～
19
時

11
月
18
、
19
日　

10
～
17
時

◇
専
用
相
談
電
話

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？　

～
持
ち
歩
い
て
も
大
丈
夫
～

①
大
事
な
個
人
情
報
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ)

に
は
、
税
や
年
金
な
ど
の
個
人
情
報
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
「
な
り
す
ま
し
」
は
で
き
ま
せ
ん

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
顔
写
真
付
き

の
た
め
、
他
人
が
な
り
す
ま
し
て
使
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
万
が
一
、
失
く
し
た
り
盗
ま
れ
た
り
し

て
も
、
左
記
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
カ
ー
ド

の
利
用
を
停
止
で
き
ま
す
。

■
返
信
用
封
筒
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

 

「
通
知
カ
ー
ド
」
及
び
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
と
一
緒
に
お
届
け

し
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

の
返
信
用
封
筒
（
送
付
用
封
筒
）
に
つ
い

て
は
、
差
出
有
効
期
間
が
平
成
29
年
10
月

４
日
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
平
成
31

年
５
月
31
日
ま
で
切
手
を
貼
ら
ず
に
、
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-

95-

０
１
７
８

■
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■「
後
納
制
度
」に
つ
い
て

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

後
納
制
度
に
よ
り
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
の
受
給
が
出
来
な
か
っ
た
方
が
受
給

資
格
を
得
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◇
お
問
合
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

□
10
月
１
日
付　

※
（　

）
は
前
職

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
勤
務　

　

岩
崎
安
司
（
建
設
水
道
課
建
設
管
理

　

係
長)

【
建
設
水
道
課
】

▼
建
設
管
理
係
長

　

関
口
央
昌
（
下
水
道
工
務
係
長
）

▼
上
水
道
工
務
係
長
兼
下
水
道
工
務
係

　

長　

小
平
雅
慶
（
上
水
道
工
務
係
長
）

【
出
納
室
】

▼
出
納
係
長　

小
玉
正
司
（
建
設
水
道

　

課
地
籍
調
査
係
長
）

お知らせ・くらし

川崎東局
承　　認

２

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成29年10月
４日まで
切手をはらずに
お出しください（ ）

町
職
員
の
人
事
異
動

11
月
の
休
日
当
番
病
院
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古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

ち
ち
ろ
鳴
く
昔
番
屋
の
あ
り
し
浜　
　
　

ど
ふ
見
て
も
海
の
似
合
ひ
し
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

菩
提
寺
も
日
々
こ
の
頃
は
虫
の
秋　
　
　

は
な
れ
住
む
子
と
分
か
ち
合
ふ
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
か
な
し
み
の
大
き
家
紋
や
墓
洗
ふ　
　
　

初
秋
や
な
じ
み
の
浅
き
雲
よ
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

水
溜
り
月
を
跨
い
で
通
り
ゃ
ん
せ　
　
　

人
生
の
い
ろ
は
に
出
会
ひ
秋
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
古

　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

大
分
良
く
な
り
ま
し
た
ね
と
医
師
の
言
う
七
十
半
ば
の
喜
び
ふ
か
し　
　

泉　
　
　

清　

三

庭
に
咲
く
赤
く
小
さ
な
水
引
の
花
穂
を
ゆ
ら
す
長
月
の
風　
　
　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

緩
や
か
な
夏
草
匂
ふ
坂
の
ぼ
り
振
り
返
り
見
ゆ
海
の
広
さ
を　
　
　
　
　

坂　

本　

信　

子

息
こ

子
が
婿
が
定
年
と
な
り
こ
の
盆
は
墓
所
の
守
り
方
な
ど
話
し
あ
ふ　
　

鈴　

木　

時　

子

御
近
所
の
鉢
に
小
さ
き
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
そ
っ
と
触
れ
る
も
可
愛
い
く
や
さ
し　

田　

中　

香　

純
白
を
称
へ
ら
れ
ゐ
し
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
最
後
の
蕾
咲
き
終
へ
散
り
ぬ　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

月
下
美
人
あ
で
や
か
に
咲
き
美
し
く
一
夜
か
ぎ
り
の
は
か
な
さ
惜
し
む　

小
山
内　

い
お
子

　

今
年
も
残
り
２
カ
月
と

な
り
、
年
末
年
始
に
つ
い

て
色
々
と
考
え
る
機
会
も

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
新
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
大
掃
除

を
行
う
ご
家
庭
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
余
裕
を

持
っ
て
準
備
が
で
き
る
よ

う
、
今
か
ら
身
の
回
り
の

「
断
捨
離
」
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
今

回
は
、
断
捨
離
が
は
か
ど

る
よ
う
な
本
を
２
冊
ご
紹

介
し
ま
す
。

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時

　

月
～
金
曜
日

　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

午
後
５
時

　

司
書
…
水
曜
日
午
前

　
　
　
　

木
曜
日
午
後

　
　
　
　

金
曜
日
午
後

★
貸
出
冊
数

　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間

　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　
　

☎
42
ー
２
５
９
０

　モノを持たない生活をするミニマリスト（最小限主義者）
による、必要最低限のモノだけで暮すことのメリットなどが

紹介されています。無駄なものはもち
ろん、一見、ないと生活に困りそうな
ものまで手放してしまうミニマリスト
たち。ミニマリズムを突き詰めること
で、部屋にテーブル兼用の小物入れの
みになった実例は、断捨離の最終形と
も言えるかもしれません。まねするに
はちょっと勇気がいるミニマリストの生
活を知ることができる一冊です。

　テレビ番組でも紹介され、片づけコンサルタントとして有

名になった通称「こんまり先生」の片づけの指南書とも言え
る一冊。５歳から主婦向け生活雑誌を
読み、１５歳のころから本格的に片づけ
の研究をし始めた著者は、「片づけは習
うもの」とし、これまで多くの片づけら
れない人たちに、リバウンド率ゼロを掲
げたレッスンを行ってきました。こんま
り流のモノ別の片づけ方法から片づけ
に対する精神的な部分まで鍛え上げら
れるような内容となっています。

『ぼくたちに、もうモノは必要ない。』『ぼくたちに、もうモノは必要ない。』
著：佐々木典士　〈ワニブックス〉著：佐々木典士　〈ワニブックス〉

『人生がときめく片づけの魔法』『人生がときめく片づけの魔法』　　
著：近藤麻理恵　〈サンマーク出版〉著：近藤麻理恵　〈サンマーク出版〉

　貸出期限が過ぎた本の返却にご協力ください。文化会館図書室での貸出はおひとり５冊・２週間ま
でとなっています。「数年返却していない」「なぜか文化会館図書室の本が家にある」という方も一度、
文化会館図書室、または、B＆G 海洋センター内の図書コーナーまで返却をお願いします。
※返却 BOX に入れていただくだけで返却できます。返却手続き等はございません。

～文化会館図書室
からのお願い～

投稿・くらし
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渡
邉　

陽は

る

た向     

渡
邉　

陽ひ

ま

り葵     

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

９
・
15

９
・
15

生
年
月
日

脩
平

脩
平

保
護
者さ

ん
さ
ん

旭　

町

旭　

町
町
内

平
成
29
年
10
月
27
日
発
行
第
５
０
４
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

11
月
号

前月比

人　口 3,139人 （ー７）

男 1,490人 （ー２）

女 1,649人 （ー５）

世帯数 1,769世帯 ( ０ ）

外国人 　 50人 （ ４ ）

男     2人 ( ０ ）

女  　48人 （ ４ ）

町の人口と世帯数

（平成29年９月末日現在住民基本台帳人口）

鈴
木
し
げ
み

鳴
海　

子

池
田　

ス
ミ

田
畑　

悦
子

高
橋　

和
子

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

69
歳

81
歳

90
歳

91
歳

86
歳

年
齢

10
・
８

10
・
２

９
・
30

９
・
20

９
・
17

死
去
月
日

れ
い
明
の
里

旭
浜　

三

浜　

五

本　

町
町
内

古平野球スポーツ少年団、２大会で優勝！

　古平野球スポーツ少年団は８月２７日の余市スーパージュニア大会、９月９日から行われた小樽スーパー
ジュニア大会で立て続けに優勝しました。小樽のスーパージュニア大会では後志管内の４年生以下の１８
チームが参加。決勝戦の対戦相手は岩内西・東の合同チームで全員が４年生に対し古平は４年生３人、３年
生４人、２年生２人、１年生１人でしたが、３対０で勝利し優勝を果たしました。１０月７日に中島スポーツレク
レーション広場で行われた第３７回吉野旗争奪少年野球大会では２回戦で負けてしましたが、チームは日々
の練習や試合で確実に力をつけており、今後も活躍が期待されます。

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は10月に誕生日を
迎えた子どもです。

なぎか

住民紹介・くらし


